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﹇
短
歌
﹈ 

渡
辺
幸
士 

選

起
き
抜
け
に
窓
を
開
け
れ
ば
真
青
な
る
空
に
清
し
き

初
夏
の
風 

赤
星　

延
子

各
地
か
ら
震
災
支
援
の
方
々
に
「
あ
り
が
と
う
」
と

の
旗
を
立
て
た
し 

緒
方　

明
美

雨
上
が
り
ひ
と
き
わ
映
え
て
紫
陽
花
は
暮
れ
行
く
庭

に
彩
り
を
増
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池
田
キ
ヨ
子

吾
の
好
き
な
椿
に
香
り
無
い
と
言
う
今
度
咲
い
た
ら

試
し
て
み
よ
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内
田
乃
武
子

震
災
は
疎
遠
の
人
を
近
く
す
る
「
熊
本
が
ん
ば
れ
」

小
包
届
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塚
原　

暁
益

自
然
と
は
こ
れ
程
酷
き
も
の
な
の
か
続
く
余
震
に
集

中
豪
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上
村
や
す
美

町
川
を
泳
ぐ
魚
影
は
川
上
の
新
し
き
水
欲ほ

り
つ
つ
上
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上
村　

か
ず

大
地
震
の
あ
の
日
も
今
日
も
百
年
の
重
み
の
ご
と
く

梅
雨
の
雨
降
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吉
永
由
紀
子

成
す
こ
と
も
な
く
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空
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ぎ
れ
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見
て
お
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明
日

も
か
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過
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か
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渡
辺　

幸
士
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幸
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選

　
　
　

「
希
望
」

こ
の
足
で
思
う
所
に
旅
し
た
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林　
　

雅
之

傘
寿
ま
で
生
き
て
も
希
望
白
寿
ま
で 　

古
閑
チ
ヨ
ミ

合
格
は
希
望
通
り
と
電
話
あ
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安
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キ

あ
り
が
た
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里
の
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「
気
楽
」

こ
ん
な
世
だ
せ
め
て
気
楽
に
生
き
た
い
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日
隈　

俊
郎

雨
風
を
し
の
げ
る
だ
け
で
気
楽
で
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布
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愛
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気
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の
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瞑
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賀

目
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目
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っ
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っ
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つ
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の
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流
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日
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美
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目
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と
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葉
月 

〜

白旗小児童から白旗仮設団地の入居者に贈られたプランター
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旧
暦
の
８
月
は
「
葉
月
」
と
呼
ば

れ
、
葉
が
紅
く
染
ま
り
落
ち
始
め
る

初
秋
で
し
た
が
、
今
で
は
夏
真
っ
盛

り
。
落
ち
る
の
は
、
取
材
で
カ
ン
カ

ン
照
り
の
外
に
出
る
と
き
に
吹
き
出

す
汗
ば
か
り
で
す
。

　

今
月
の
「
あ
ゆ
み
だ
よ
り
」
の

テ
ー
マ
は
「
水
分
補
給
」
に
つ
い
て
。

す
で
に
熱
中
症
や
脱
水
症
状
に
よ
る

事
故
が
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
蒸

し
暑
さ
が
続
く
上
に
、
夏
休
み
に
入

り
お
出
掛
け
の
機
会
が
増
え
る
こ
れ

か
ら
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
家
の
中
で
も
高
温
で
湿

度
が
高
い
と
脱
水
症
状
が
知
ら
な
い

間
に
進
ん
で
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま

ま
熱
中
症
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
は
、

体
内
か
ら
水
分
が
排
出
さ
れ
や
す
く
、

自
覚
症
状
が
あ
ま
り
出
な
い
こ
と
が

あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

夏
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
体

調
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
て

乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。 

（
み
）

編

集

後

記

 住　所 氏　名 性別 保護者

下横田　渡邉　涼
り ょ う

央　男　久　也

白　旗　本田　滉
こうだい

乃　男　文　秋

麻生原　福田　歩
あ い と

叶　男　常　男

吉　田　内村　優
ゆうすけ

佑　男　久　美

上早川　矢野　晴
せいだい

大　男　湧　大

東寒野　渡邊　雄
ゆうだい

大　男　信　也

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,204 ０

女 5,836 ６

計 11,040 ６

世帯数 4,310 ４

平成28年６月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひとの動き（敬称略）

６月11日（土）～７月10日（日）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

①鍋に半分ほど湯を沸かして塩

を少し入れます。そこへきれ

いに洗ったニラを入れサッと

茹でて、水にさらします。

②ニラは、軽く手でしごいて水

気を切り、食べやすい大きさ

に切り揃えましょう。

③フライパンにサラダ油を入れ

熱し、チリメンジャコを加え

てカリカリになるまで炒めま

す。

④大きめの器にしょうゆと砂糖

を入れよく溶かします。次に

酢を加え、最後にゴマ油を足

します。お好みでコショウか

唐辛子を加えてください。

⑤合わせた④に②と③を入れ混

ぜ合わせたら出来上がりです。

冷たく冷やしてから召し上

がってください。

※酢は、お好みで量を加減して

ください。また酢をレモン汁

に変えても違った味が楽しめ

ますよ。

　　ニラには、疲労回復や免疫

力のアップ、血液サラサラ効果

などのあるβカロテンやビタミ

ンＢ群など栄養が山ほど入って

います。

　避難生活や地震の後片付けな

どで体も疲れているはずです。

そんな時には、甲佐のニラを食

べて体を生き返らせて乗り切っ

て行きましょう。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

がんばれ甲佐！ニラのおかず

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　御船町　松永　寿明

　　妻　早　川　入口麻登加

　　夫　熊本市　吉田　光徳

　　妻　府　領　中村　仁美

　　夫　津志田　石本　優介

　　妻　富士市　大橋美香里

　　夫　熊本市　岡本　祥平

　　妻　府　領　鶴山　綾香

材料（４人分）

ニラ …………………………２把
チリメンジャコ ……………50㌘
サラダ油 ………………大さじ１
しょうゆ ………………大さじ１
酢 ………………………大さじ１
砂糖 ……………………小さじ１
ゴマ油 …………………大さじ１
こしょうまたは唐辛子 ……少々

［

［

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

麻生原　松村　明雄　79　幸　雄

岩　下　曽我　　収　79　弘　子

上早川　岩本　憲一　95　憲　一

豊　内　勝本貫一郎　85　貫一郎

上早川　園田八重子　99　俊　雄

豊　内　佐野　泰雄　85　昌　英

船　津　後藤　元光　91　孝　一

［

［

●お詫びと訂正について

　先月号の「こうさの話題」に誤り

がありました。お詫びして訂正いた

します。

・６ページ「本町へのたくさんの義

援金」本文前から１行目

（誤）ＹＫＫＡＰ㈱熊本製造所から

町へ

（正）ＹＫＫ ＡＰ㈱から町へ


